
6/21 ～7/11月 日

札幌市
まん延防止等

重点措置
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リバウンド防止のため

2

を踏まえ
足下の感染状況等

を見据え、取り組む必要

今後の夏休みシーズン



7/12 ～8/22月 日

札幌市
夏の再拡大防止

特別対策
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全道域での対策

① では

② では

③ では
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飲食の場面

日常生活

外出



基本的な対策を徹底

手洗い・消毒 咳エチケット
人との

距離を取る

マスク着用
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デルタ株への置き換わりを想定し
日常



マスク着用の感染防止効果

両者がマスクの着用で
吸い込むウイルス量は
大きく減少

（東京大学医科学研究所のデータをもとに北海道作成）

出す側

布マスク

50%程度減少

５０cm
７０％ 減

７５％
不織布マスク

減
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こまめな換気を徹底

「密閉」空間にしないよう
窓やドアを開けて
こまめな換気を
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往来は極力控える

（緊急事態措置区域）

（まん延防止等重点措置区域）

札幌市

沖縄県・東京都

埼玉県・千葉県・
神奈川県・大阪府
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外出



来道・来札を検討の皆様

基本的な対策を徹底

体温チェックや必要に応
じた検査など、体調確認

羽田空港等での無料の
ＰＣＲ検査を利用
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※国において夏休み期間中
に実施予定（希望者）



羽田空港のどさんこプラザや
新千歳空港

道外の皆様への普及啓発

首都圏在住の「北海道」と「旅」に
興味をもつユーザー約２５万人

インスタ・ＦＢ

空港を利用する来道者
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11

※通院や買物、出勤、運動など、生活や健康の維持のため必要なも

控える往来 を

感染リスクを回避できない場合

できる限り

との札幌市

で



を実践

４人以内 短時間

深酒せず大声出さず

会話ではマスク

黙食

12

飲食
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札幌市を
重点地域とした対策

7/12 ～7/25月 日

まん延防止等重点措置の経過を踏まえ



札幌市での対策

① では

② では

③ では
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イベント

飲食店等

外出



札幌市内の飲食店等

お酒の提供は
午前11時から午後８時

営業は
午前５時から午後９時

午後８時
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午後９時

飲食店等



飲食店等の対策徹底

アクリル板等の設置（又は距離の確保）

手指消毒設備の設置

換気の徹底

黙食の推奨（マスク会話）

従業員への検査推奨 など

夜８時
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行動歴

道と札幌市共同で飲食店訪問

７/12、２名１組(11組)で

札幌市内の飲食店等を訪問

感染防止対策を呼びかけ

17



要請
内容

・営業時短（午前５時～午後９時）

・酒類提供時短（午前11時～午後８時）

支援金

1店舗ごと
1日当たり

中小企業
・個人事業者

大企業

札幌市内 支援金飲食店等

18

2.5～7.5万円

最大 20万円



事業者の相談窓口
（コールセンター）
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011-350-7377

19
※土日祝日も開設 8：30～17:30



20

※通院や買物、出勤、運動など、生活や健康の維持のため必要なも

控える外出 を

感染リスクを回避できない場合

できる限り

札幌市内外出



人数上限（いずれか大きい方）

イベントの開催制限

５０００人 又は 収容人数の５０％

対策が徹底されない場合、酒類提供しない

16

収容率 ・大声がない前提 …１００％
・大声での歓声を想定…５０％

※人数上限と収容率の小さい方を限度
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営業は午後９時まで

（１万人以内）

イベント
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対策の延長を含め強い措置

札幌市での対策

札幌市の新規感染者数が

10万人当たり１５人



リバウンドへの警戒

①デルタ株 の確認

②首都圏 の再拡大

③先行指標 の悪化

④今後の移動 の活発化
23

先行指標

デルタ株

首都圏

夏季の移動



デルタ株の確認
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①

道内では、6/29の
初確認から２３例

警戒要因
①



デルタ株の脅威

アルファ株よりも
感染性が高い

今後、置き換わりが
進むことが想定

25※厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード資料から

（従来株の1.95倍 と推計する研究も）※



首都圏の再拡大

７/12から 東京都 が

警戒要因
②

緊急事態措置へ

東京都
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首都圏ではデルタ株が広がる

道内で確認のデルタ株（疑い事例）

道外との往来歴や来道者との
接触歴が確認

首都圏の再拡大
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先行指標の悪化

感染経路不明割合の増加

若年層の感染割合の増加

人流の増加
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警戒要因
③
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北海道の観光入込客数(延べ人数)

（出典：北海道観光入込客数調査報告書（道経済部）

緊急事態宣言

（R2.2.28-R2.3.19）
緊急事態措置

（R2.4.17～R2.5.31）

（単位：千人）

８月にピーク
を迎える

夏季の移動活発化警戒要因
④
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大人数や長時間に及ぶ飲食

感染リスクが高まる場面①

長時間の飲食では、短時間の食事
に比べリスクが高まる

※新型コロナウイルス感染症対策分科会資料等を基に北海道作成 30

大人数による会食や
はしご酒をして
感染の疑い

具体的事例



マスクなしでの会話
感染リスクが高まる場面②

カラオケや移動中の
車中で感染の疑い

マスクなしの近距離の会話は、
飛沫感染のリスクが高まる

※新型コロナウイルス感染症対策分科会資料等を基に北海道作成 31

具体的事例



狭い空間での共同生活
感染リスクが高まる場面③

長時間、閉鎖空間が共有
されるとリスクが高まる

学生寮や研修所で
感染の疑い

※新型コロナウイルス感染症対策分科会資料等を基に北海道作成 32

具体的事例



居場所の切り替わり
感染リスクが高まる場面④

休憩時間等では、気の緩みや
環境変化によりリスクが高まることも

休憩室・喫煙所・
更衣室で感染の疑い
※新型コロナウイルス感染症対策分科会資料等を基に北海道作成 33

具体的事例



デルタ株の監視強化

34

道内では原則、
感染経路が明らかでない
すべての検体を
スクリーニング検査



新規
感染者数

2365 23
（4）

スクリーニング
検査数

スクリーニング
検査実施率

デルタ株
疑い事例
（うち確定）

スクリーニング
検査陽性率

1442 61.1% 1.7%

デルタ株の検査状況
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全道分（6/4～7/8）



区 分 接種数 接種率

北海道
（7/7）

１回目接種 959,357 57.9％

２回目接種 478,408 28.9％

全 国
（7/7）

１回目接種 25,370,908 71.5％

２回目接種 14,334,870 40.4％

（参考）

※VRSの入力値に基づくものであり、実際の接種率より低い場合がある

高齢者向けワクチン接種
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高齢者人口区分
（市町村別）

市町
村数

高齢者人口
(人)

１回目接種率

7/7時点 6/30時点比

10万人以上 2 644,873 36.5％ ＋13.8 pt

５万人以上 2 146,108 67.7％ ＋ 9.7 pt

３万人以上 6 249,767 64.1％ ＋12.6 pt

１万人以上 12 200,028 72.5％ ＋13.2 pt

５千人以上 23 165,833 69.8％ ＋ 9.4 pt

３千人以上 21 79,529 79.6％ ＋ 7.3 pt

１千人以上 85 151,058 82.4％ ＋10.5 pt

１千人未満 28 19,151 86.7％ ＋ 5.8 pt

調
整
中

※VRSの入力値に基づくものであり、実際の接種率より低い場合がある

道内の高齢者（65歳以上）向け
ワクチン接種状況
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6/21 ～7/11月 日

札幌市
まん延防止等

重点措置
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